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サービスのファン作りに役立つ

UXワークショップ


プランのご提案
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お悩みの原因は、

チーム内での共通認識が取れていないことにあります！

ユーザーにとって

使いやすいサービスに

なっているかわからない

ユーザーイメージが固まらず、

担当者や経営者の主観で

機能を決めてしまう

社内で意見が分かれて

提供すべきサービスの


価値・機能が絞り込めない

こんなことでお悩みではありませんか？
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ユーザーにとって

使いやすいサービスとは

何か検証できる！

サービスを使ってもらう

ユーザーの解像度が


あがる！

ユーザー目線で

サービスが提供すべき


価値を検証・確立できる！

UXワークショッププランで解決できます！
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ユーザが利便性や価値を感じ、

使い続けてくれる体験設計ができます

サービスの

ファン形成

サービスの

売上向上

課題が解決し、チーム内での共通認識ができると…



3種のUXワークショップ


プランご紹介
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ペルソナ設計プラン

期間目安：2週間半〜3週間程度

サービスを利用するユーザーの姿を明確にし、

サービスの提供価値を検討します。


成果物

競合・トレンド調査、ペルソナ、

価値仮説

金額 30万円程度

ユースケースプラン

期間目安：1ヶ月〜1ヶ月半程度

サービスの利用フローを整理し、使いやす

いサービス設計ができているかどうかを検

証します。

成果物

ユースケース、価値仮説、機能一覧

金額 80万円程度

UX設計セットプラン

期間目安：1ヶ月半〜2ヶ月程度

サービス構築に必要なUX設計のうち、最も重

要な部分をコンパクトに設計します。


成果物

ペルソナ、ターゲット、価値仮説、

カスタマージャーニーマップ  or ユー
ザーストーリー、機能一覧

金額 100万円程度

UXワークショッププラン

※各ワークショップはオンラインでの実施を想定しております。オフラインでの実施をご希望の場合はご相談ください。
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ペルソナ設計プラン 価格30万程度

こんな時にオススメ：チーム内で具体的なユーザー像が共有できていないため、サービスの方向性を決めるのに時間がかかる

期間目安：2週間半〜3週間程度

1週間程度 1週間程度 1週間程度 1週間〜10日程度

前提整理
ワークショップ

準備
ワークショップ レポーティング

事前にヒアリングMTG
を実施し、ユーザー層
の想定、競合サービス
などを担当者がキャッ
チアップします。

前提整理の内容を元に
ワークショップの準備
をします。

競合・トレンド比較

ペルソナ

価値仮説

ソニックムーブのUXデ
ザイナーが進行し、関
係者全員とワーク
ショップでペルソナ・
価値仮説を決定しま
す。

競合・トレンド比較

ペルソナ

価値仮説

最終的に必要な機能一
覧と優先度を洗い出し
た資料を納品いたしま
す。

競合・トレンド比較

ペルソナ

価値仮説
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ペルソナ設計プラン　成果物例

競合・トレンド比較

同領域の他サービスのコンセプトと
ユーザー情報を整理し、差別化ポイン
トの検討、自社サービスにおけるユー
ザーのサービス利用の背景の解像度を
上げます。

ペルソナ

サービスの想定ユーザーを、性格やラ
イフスタイル、家族構成など細かな点
まで設定し、具体化します。

サービス利用の背景を可視化し、サー
ビス設計の考え方のベースにできま
す。

価値仮説

ペルソナにとって解決すべき課題を洗
い出し、サービスの根幹となる価値を
定義します。

プロダクト開発時の指針となる資料で
す。

ペルソナを作った後どうするか？がわかる　 「ペルソナの有効活用の仕方」資料つき！
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ユースケースプラン 価格80万程度
こんな時にオススメ：ユーザーにとって使いやすいサービスがどういうものか、チーム内で共通認識がとれていない

期間目安：1ヶ月〜1ヶ月半程度

1週間程度 1週間程度 1週間程度 2〜3週間程度 1週間〜10日程度

前提整理 ワークショップ
❶

ワークショップ
❷準備

ワークショップ
❷、❸ レポーティング

事前にヒアリングMTG
を実施し、ユーザー層
（ペルソナ）の想定、
競合サービスなどを担
当者がキャッチアップ
します。

ソニックムーブのUXデ
ザイナーが進行し、関
係者全員とワーク
ショップでユースケー
ス・価値仮説を作成し
ます。

ユースケース（画面
フロー、やること起
点）

価値仮説

ワークショップの結果
を元にソニックムーブ
で資料を用意いたしま
す。

ユースケース（画面
フロー、やること起
点）

価値仮説

機能一覧

ワークショップにて、
前回修正分の確認と、
カスタマージャーニー
マップまたはユーザー
ストーリーの作成を行
います。

ユースケース（画面
フロー、やること起
点）

価値仮説

機能一覧

最終的に必要な機能一
覧と優先度を洗い出し
た資料を納品いたしま
す。

ユースケース（画面
フロー、やること起
点）

価値仮説

機能一覧

対象範囲：10画面程度（1機能程度）
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ユースケースプラン　成果物例

価値仮説

ペルソナにとって解決すべき課題を洗

い出し、サービスの根幹となる価値を

定義します。


プロダクト開発時の指針となる資料で

す。

ユースケース

サービスやプロダクトを使うユーザー

が、実際にどのような目的でどのよう

な操作を行うのかを可視化し、課題を

整理したものです。

機能一覧

ユースケースやジャーニーマップから

機能や施策などやるべきことのリスト

を洗い出します。


ユーザー視点で優先度の高い機能・施

策を抽出することが可能です。
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UX設計セットプラン価格100万程度

こんな時にオススメ：サービスの価値を定義し、ユーザー視点での改善点を把握したい。

期間目安：1ヶ月半〜2ヶ月程度

1週間程度 1週間程度 1週間程度 2週間程度 1週間〜10日程度

前提整理
ワークショップ

❶
ワークショップ
❷準備

ワークショップ
❷、❸

レポーティング

事前にヒアリングMTG
を実施し、ユーザー層
の想定、競合サービス
などをキャッチアップ
します。

ソニックムーブのUXデ
ザイナーが進行し、関
係者全員とワーク
ショップでペルソナ・
ターゲット・価値仮説
を作成します。

ペルソナ

ターゲット

価値仮説

ワークショップの結果
を元にソニックムーブ
で資料を用意いたしま
す。

ペルソナ

ターゲット

価値仮説

カスタマージャーニー
マップor ユースケース

機能一覧

ワークショップにて、
前回修正分の確認と、
カスタマージャーニー
マップまたはユース
ケースの作成を行いま
す。

ペルソナ

ターゲット

価値仮説

カスタマージャーニー
マップor ユースケース

機能一覧

最終的に必要な機能一

覧と優先度を洗い出し
た資料を納品いたしま
す。

ペルソナ

ターゲット

価値仮説

カスタマージャーニー
マップor ユースケース

機能一覧

対象範囲：10画面程度
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UX設計セットプラン　成果物例 ※カスタマージャーニーマップとユースケースはいずれかひとつ

ペルソナ

サービスの想定ユーザーを、性格やライ
フスタイル、家族構成など細かな点まで
設定し、具体化します。

サービス利用の背景を可視化し、サービ
ス設計の考え方のベースにできます。

価値仮説

ペルソナにとって解決すべき課題を洗い
出し、サービスの根幹となる価値を定義
します。

プロダクト開発時の指針となる資料で
す。

カスタマージャーニーマップ

サービスを利用するユーザーの行動や
思考を時系列で可視化したものです。

潜在的なニーズの深掘りに役立ちます。

ユースケース

サービスやプロダクトを使うユーザー
が、実際にどのような目的でどのような
操作を行うのかを可視化し、課題を整理
したものです。

機能一覧

ユースケースやジャーニーマップから機
能や施策などやるべきことのリストを洗
い出します。

ユーザー視点で優先度の高い機能・施策
を抽出することが可能です。
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実施例

ペルソナ設計プラン（M社）
プロジェクト

概要

宅配サービスのDXプロジェクトにおいて、画面デザイ
ン・ユーザーインターフェース・アクセシビリティ方針
を検討するため、ペルソナを作成。

実施内容 提供いただいたアンケート資料などを元に、ワーク
ショップを行いながら、メインペルソナ（シニア層）と
サブペルソナ（新規獲得したい中年層）を作成。

メインペルソナであるシニアユーザーを基準としたアクセシビリティ方針を策定。方針に則って画面設計をすることができた。

またデザインの比較検討の際にペルソナの視点を中心にチームで共通見解を持ちながら議論し、決定することができた。

UX設計セットプラン（S社）
プロジェクト

概要

loT家電と連携するアプリを開発するにあたり、アプリ
の機能（機能的価値）やデザインのトーン＆マナー（情
緒的価値）を定義。

実施内容 ペルソナとカスタマージャーニーマップを作成し、必要
機能を検討。チーム全員でワークショップを行い「サー
ビスにとってのコア体験は何なのか」を定義した。

機能的価値・情緒的価値・コア体験を関係者全員で定義した上で開発をスタートしたため、チーム全体が共通認識を持って機能とデザ
インを決定することができた。また画面設計時もユーザーストーリーを基準として議論を進めることができた。
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1

サイトのフォームから

ご相談お申し込み

案件の概要、ご希望のプランを
お聞かせください。

2

ヒアリングMTG（1h）


お客様のサービスに関する前提
整理、実施内容が決まってない
場合も弊社から最適なプランを
ご提案。

3

ご契約


ご契約手続きを結びます。

※最短で1週間必要です。

以上を完了後、案件スタート

お申し込みの流れ
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